さて、山田は、謎の建物の内部の、個室に幽閉されていた。そこでは、男、若い男、女、次の女、男の子、男の子、が　狭い室内に入り込んで、山田を暴行していた。これらの、山田の敵たちは、建物の管理人と繫がっている、職員たちであった。さて、男の子は、殺虫剤を持ってきた。そして、殺虫剤のノズルを、山田の鼻穴にツッコミ、噴射した。山田は、肺にダメージを受けた。男の子は、マントラを唱えながら、殺虫剤を、山田の口内に噴射していた。それから男の子は、山田の鼻穴に、マッチを突っ込んだ。すると、マッチ棒は燃え上がり、焔を大量に吹き出して、山田の肺を燃やした。さて、彼女らは、山田に攻撃を加えたのち、山田が復活するのを待った。インターバルである。山田は復活した。彼女は言った、「死んでしまえ、馬鹿ども。」さて、男の子は答えた「死なせはしない。つか死なないだろお前。」山田「このぉ！」山田は暴れようとしたが、全く身体は動かなかった。口しか動かない。口撃しなければならない。男の子「やっぱ殺そっかな。いくら再生が多くても、いつかは死ぬんじゃないのか？」つまりだが、あと数十年は山田は生きるはずである。男「そうだな。」彼は、山田の胸に、手を突っ込んで、肋骨をへし折って、心臓を握りつぶした。男の子「行動までが早いな。」男「さっき貴様がやった殺し方の方が美しい。肺を焼く奴。」その後、人々は山田を拘束したまま、会話を始めた。「そういえば、新入社員が来るんだって？」「そうだ。迎えに行かないと。」彼女らは、外に出ていった。山田は、解放された。しかし、鍵は閉められていた。さて、戻ってきた。メンバーが追加されていた。新メンバーは、山田に言った「トランプをしようじゃないか。」山田は応じた。トランプをしている間は、攻撃されずに済みそうだ。さて、山田は、新メンバーに、勝ったり負けたりした。その勝負を、他の連中は、見守っていた。さて、男は言った「山田、防御するんだ。今から殴りに行くからな、」山田は、言われた様に、腕を構えて、防御する姿勢をとった。それから男は、山田の腕を殴った。ダメージはほとんどなかった。男は、攻撃を中断して、床に座った。彼は言った「撤収するぞ。」そして、山田を残して、人々は出ていった。それから、男は女と戻ってきた。女は、謎のちからで、山田の動きを封じ、男は、鍵を開いて、強化ガラスのケースを開いた。それから、しめ縄を、一個、そのケースに入れた。それから、蓋を閉じた。鍵をしめた。その後、２人は出ていった。山田はそれから一週間、個室で放置された。その後、男は戻ってきた。山田は、しめ縄の効果で、動けなくなっていた。男は言った「私は成績が悪い。」山田「あっそう。」男「聞く耳をモテ。」山田「お前なんかの話なんか聞くか。」男「お前には、ある試験に通ってもらう。」山田「この部屋から出たい。」男「この部屋からは出られない。この部屋で試験を行う。」男は出ていった。山田はその後、一週間幽閉された。男は戻ってきた。「試験内容が決まった。私に勝利する事だ。なんというか、目標が持てて嬉しいだろう？　喜べ。」山田「嬉しいです。」山田は、３週間何も食べてなかった。男は、しめ縄の効果を解除した。山田は、フリーになった。男は、念力を使い、山田を跳ね飛ばした。山田は、壁に叩きつけられた。男は言った「この謎の力には、名前は無い。」男は、山田を、壁にしばりつけてから、謎の力で、殴った。山田の腹部は凹んだ。内臓は打撃を受けた。男は言った「私は、お前に試験を合格させてやりたいと考えている。」山田は、壁にぬいつけられながら言った「何故？」男「可哀想だからだ。何か目標が欲しいだろう。家畜未満の存在だとしても。」山田「何故私を幽閉するんだ・・・」男「理由などあるはずが無いだろう。敷いて言えば、神の意思だ。この世の物事は、神の意思で決定している。貴様は、神に選ばれたんだ。呪われた存在として。」山田「殺してやる・・・」男「そのいきだ。」しかし、男は、山田の拘束を解除しない。男はなお言った「そんな姿で、何が出来るというんだ。私を殺す方法をちゃんと考えてみろ。」彼は、山田の手に、刃物を渡した。「ほら、その刃物を使うんだ。私に傷を負わせたら、試験に合格とみなしてやろう。」男は、拘束をといて、山田を自由にした。自由になった山田は、男に攻撃を仕掛けた。男は、結界を張って、山田を退けた。山田は跳ね飛ばされた。男は言った「駄目だな。もっとちゃんとやらないと。」山田「クソっ！」彼女は、見えない壁を叩いた「こんなの、どうすりゃいいんだっ！」男「早くしないと、攻撃を行うぞ。」山田「お願いだから、この壁を解除して下さい。」山田は、頭を下げた。すると男は、結界を解いた。山田は、男の腹部に、刃物で襲いかかった。男は、腹部に結界を張って、攻撃を弾いた。山田は、刃物を上に振り上げた。ナイフは両刃だった。男は、身をひねって、攻撃を避けたが、頬を、刃物が切り裂いた。男は、山田を、見えない力で突き飛ばした。それから、拘束を行った。山田は、木の根で拘束された。男は言った「合格だ。ところで、合格しても、外に出られる訳では無いぞ。」山田「ちくしょう。」男は、部屋から去っていった。木の根は崩れ落ちてから、灰になった。山田は、部屋に残された。それから、一週間が経過した。山田は、飲まず食わずで過ごしていた。男は、ふたたび入って来た。そして、山田を拘束し、刃物を取り上げた。それから言った「次は、素手で勝負してやろう。」山田は、男に殴りかかった。二人は、殴り合った。男は、最後に、見えない力で、山田を突き飛ばして、壁にぬいつけた。それから言った「合格だ。」山田「以前からなんなんだよっ」男は、去っていった。山田は、部屋に残された。こういう事が続く。ある日、男は、山田の前に、オムライス持ってきて、山田を、壁に縫い付けてから、彼女の前で、オムライスを食べ始めた。さて、女が部屋に入ってきた。彼女は、男に、お好み焼きを渡した。男は、オムライスもお好み焼きも、両方食べだした。男は女に言った「ステーキを持ってこい。」女は、ハンバーグと、ステーキの、両方持ってきて、男は、両方食べ始めた。男は言った「今見せつけているんだよ。不死身の山田さん。」山田「この野郎！」「食べたいか・・？」山田「食べたい。けど、施しなど要らぬ。」「武士道か？」山田「このおたんこなすめ。」さて、男は、山田に散々見せつけてから、女と一緒に、部屋を出ていった。鍵を閉めた。ここの扉は、分厚く、始終しまっている。さて、次は、女が入ってきた。山田は、彼女に襲いかかった。なので彼女は、山田を、拘束した。山田は、壁にぬいつけられた。彼女は言った「なんだよ。暇つぶしの相手をしにきてやったのにさ。」山田「なんだ？　何の用だ？」女「褒めてやろうと思ってね。よくやったじゃないか、あの男に一撃食らわすとはね。」山田「私にだって、腕はある。彼に一撃お見舞いする程度、朝飯前さ。彼が、わざとガードを解いたんだ。」女「そうか。それなら、話は別だ。あと一年間幽閉しなければならないかも知れない。」山田「勘弁してくれ。」女「私に逆らうし。逆らうな。」山田「わかった。」女「よし。」彼女は、にっこり笑った。「まあとにかく、食事は抜きだ。覚悟しておけ。」彼女は部屋を出ていった。山田は言った「何故こんな仕打ちをするんだ。」「理由など必要か？」彼女は言った「何故理由を求めるんだ。」山田「わかった。お願いだから出してくれ。」女「だーめ。」山田「絶対殺す。」女「無理だって。自分の事をわきまえなさい。実現不能な夢ばかり語らない事よ。」山田「出来る。」女「出来ない。」山田「出来る出来る出来る出来る。絶対に殺す。」女「そっかー。殺されるのはごめん被るな。それならこうしようか。」彼女は、何か術を施した。それから言った「あなたには、化け物退治をして貰います。殺せれば、誰でもいんでしょ。」山田「化け物？　罪の無いものを殺したくないぞ。お前らは全員罪人だから殺す。罪状は私を監禁している罪だ。」「私は無罪よ。何故なら、ここの施設は、日本国が運営しているから。国営の建物なのよ。私は公務員。」山田「公務員など、全員死ねばいいんだ。」「何を言っているのかしら。あなたには何の権利も無いのよ。あなたは、なんというか、ほとんど生きているとは言わない。人権うんぬんの問題では無い。畜生未満ね。虫けらにも劣る。ゴキブリ未満。ごきみつ。」山田「現状を代理で、説明いただき、ありがとうございます。」山田は、５週間ぐらい食事は抜かれていた。ゴキブリ未満の生活である。ゴキブリは、もっと食べれる。女「そして、御気密には、試練だけが課されるものなの。」山田「それが、化け物退治ですか。」女「そう。可哀想だから見逃してあげたら？」山田「・・・わからない。どう出るか。」女「可哀想じゃないんだ。それなら、あなたも我々と同じよね。」山田「うるさい。」女「そんな態度でいいのかしら。苦しめるわよ。」山田「わかりました。」女「もっと媚を売りなさいよ。」山田「美人ですね。」女「どうも。ところで山田、あの男が、あなたの目の前で、オムライス食べていた事に関して、どう思う？」山田「食べたいと思った。」女「ふうん。そう。ではまたね。」女は、去っていった。そしたら、男が入ってきた。彼は言った「忙しそうだな。我々の相手しなきゃいけなくて、ところで、逆らわないなら、拘束解除してやってもいいぞ。」山田「逆らいません。」男は、山田の拘束を解除した。男は言った「私には、医者の友人がいる。」山田「きっとろくな医者じゃない、どうせ精心病棟の医者だろう。」「そうだよ。実によくわかっているじゃないか。」山田「お前らは全員クソだ。クソかファックのどちらかだ。」男「おっと。よく動く口だな。山田、自慢させてくれよ。私のクソな友人を。」さて、女が入ってきた。彼女は山田に言った「私も、お前の目の前で食事をする事にするぜ。」彼女は、たこ焼きを食べ始めた。男は続けた「私の友人は、私にとっては、素晴らしい友人だ。彼が扱っている患者は、１００人に登る。君式に言えば、被害者が、１００人もいると言えるだろうが、一人から、一ヶ月に、２０万巻き上げている。彼は、我が県で、トップクラスの所得者だ。そんな彼と、私は友人なんだ。とにかく、連帯保証人としては、彼は役立ってくれる。」山田「ふん。友人が素晴らしいだけで、お前自身はカスじゃないか。」男「本物のカス・・・爪の垢未満の女に、そんな事言われたくないな。」山田「間違えた。その友人は地獄に落ちろ。」男「実際は、彼は天国へ行く。地獄行きはお前の方だ。」山田「そんな事無いもん。聖書には、地獄に行くのは、金持ちの方だって書いてあるもん。」男「馬鹿だなお前は。我輩の友人も、我輩自身も、キリスト教徒ではない。聖書は履行されない。」女「そうだ。」彼女は、チャーハン食べながら言った「山田、お前は呪われているんだ。神から。」山田「チャーハン食べている奴に言われたくない。」男「しかも、私の友人は、私にメールをくれるんだ。これって本物の友人なんじゃないのか？　どうだ、凄いだろう。」山田「それは良かったね。」男「どうしたんだ？　悪徳精心医者は、友達思いだぞ？　大丈夫か？　そんな構造で？」山田「お前らの強化に繫がっている。」男は、胸に手を当てた。「そうだ。山田、お前は、地球の大気を漂う、チリのような存在だ。我々は宇宙だ。お前には、勝つ事は出来ない。」山田「知っているよ。」男「悔しければ自害しろよ。」山田「うるさい。」男「何故自害しないんだ？　私には不思議に思える。」山田「痛いのが嫌だから。」男「酷い理由だな。ゴミめ。」山田「もっと友人の話とかしてよ。」男「特に無い。ゴミめ。さっさと自害しろよ。」山田「やめて・・・」女「思ったよりダメージが入っているようだな。」彼女は、餃子を食べていた。男「お前が自害しても、一行に構わないぞ。我々は。何故生きているんだ？　さて、豚とか、鶏は、生きている。しかし、お前は、食事も与えられない。豚未満だ。酷いな。家畜・・・野生生物・・・山田。」山田「人権を叫ぶ事は出来ない。」自分が、家畜未満の扱いを受けていると、人権など消えてしまう。自分に無いものを想定は出来ない。北朝鮮並みに酷い状況だ。此処は北朝鮮だ。まあいいや、状況はどんどんひどくなる。男は、一旦部屋から出ていった。山田は拘束されていた。そして、男は戻ってきた。男と女は、冷やした酒を飲み始めた。山田は言った「酒なんかいらない。」男は言った「お前にはやらん。」女「見ての通り、羨ましがらせる為だけに用意されている。」山田「こんな事して一体何になるんだ？」男「暴行が嫌いなんだ。精心攻撃を加える手段を探している。」山田「ついさっきまで、暴行していただろう・・・いや、５週間前か。」男「そうだな、いや、冷静になれ俺、今は暴行する場面では無いはずだ。」山田「何言ってやがる。」男「ついつい思いついてしまった。しかしまあ、いいや。」さて、男は、一旦部屋を出てから、戻ってきた。彼は、イスを持ってきていた。彼は、イスに座った。彼は言った「山田、何故自殺しないんだ？」山田「それしかネタは無いのか。もう飽きたぞ。」男「山田、我々は無能でも別にいいんだよ。そういう役割だからね。此処で、くだらない話を続けるのが、我々の役割だ。」女「そうだぞ。山田、死ねよ。ところで山田、お前が死んでも、他に代わりはいるんだ。いくらでも、罪をでっち上げて、引っ張ってくればいいんだからな。もっとも貴様の場合は、罪にすらカウントされてなかったか。」「私は貴様の担当だ。貴様の担当を、グダグダ行い、一ヶ月に２０万円もらう。それができれば他の事はどうでもいい。そして、仕事の質は、どれだけ、グダグダ喋ったかに関わる。暴力行為はかなり制限されているんでね。暴力行為が制限されている以上、グダグダ喋るしかない。」山田「さいですか。」山田は、返答するのが面倒臭くなってきた。相手はただ、喋る為に、会話を引き伸ばしているに過ぎない。さりとて、山田はただ監禁されているだけである。山田には夢や希望は無い。ただ監禁され続けるだけである。男「やはり、暴力はアリにしようか」彼は、山田に腹パンをした。男は言った「偉いすまなかったな。」山田「この大馬鹿やろう・・・」男は言った「おい、山田。何か推察してみろ。推察できなきゃ、パンチだからな。私の指示が実行できなければ、その度に腹パン一回。」山田「推察・・・？　お前は、確か・・・、ハンバーグさっき食べたな」男は、山田を殴った「それは推察じゃなくて、記憶だろう。推察してみろよ。」山田「お前はさっき、ステーキを食べた。」男は、山田を殴った。「それがどうかしたのか？　それより、教化してやる事にしよう、此処に聖書がある。恐ろしい聖書の教えを実行しろ。実行できなければ、腹パンだからな、油を混ぜた麦粉を捧げろ」山田「無理だって、こんな状況じゃ。」山田は殴られた。男「ゴミだな、こんな初歩的な事も、うん？」彼は精読してみた「家畜がいる場合に、捧げなければいけないらしい」山田「じゃあお前は捧げなきゃいけないな。私金を生む家畜だもの。」男「違う、お前はゴキブリだ。あるいはゴキブリの餌だ。」山田「お前らはゴキブリだ。」男「そうだ。よくわかっているじゃないか。」精心病棟の職員＝ゴキブリ。私＝ゴキブリの餌。ゴキブリの餌は、人間の老廃物です。私は人間の老廃物です。人間とは誰か？　シャバの人々の事です。気質の事です。精心病棟の職員は、ゴキブリです。人間の老廃物を食べています。男「我々は、二度とオウム真理教が、復活しないように、管理しなければならない。故に、ゴキブリの餌を踏み潰す事にしよう。オスヤギ一匹を、ゴキブリの餌、もとい、罪祭として、捧げなければならない。」山田「やだ。つか無理。」さて、彼は山田の腹を殴った。山田は不平を言った「腹殴るなよっ！」すると、更に殴られた。「逆らうなとは、先だって話したはずだ。」山田「このゴミ野郎共め・・・」男「そのゴミ野郎共に搾取されているんだ。気分爽快だろう。」女は言った「いよっ、男、かっくいー。」男「何処がだ？」女「精心病棟の職員とか、輝いているよねー。」男「栄光か。栄光の翼が生えていそうだな。搾取出来る仕事はなんでも輝いている。たとえば、松阪牛の肉は輝いているじゃないか。高級品のミンチお肉。他人のお肉で輝く。さて、より信仰を実践して貰わなければならない。雄牛１０匹を捧げろ。」山田「無理。殴らないでっ！」彼女は、２発殴られた。男は言った「一発は、逆らった事に対する分、２発は、信仰を守らなかった分。ところで山田、お前の本拠地は何処だ？」山田「此処です。」男は、山田の頭を撫でた「いい子だ。正解。」しかし、男は、山田の腹を殴った。山田は、うめいた。女は笑った「あはははははっ、今なんで殴ったのさ？」男「お前の笑い声を聞きたいと思ったんだ。」山田「この馬鹿野郎共。」男「もっとカッコいいセリフを口にすればどうだ？」山田「死んでしまえ。」男「そうだな、人はいづれ死ぬ。お前も。どうせ死ぬ。どう生きるかが重要だ。ゴキブリの餌よ。ところで山田、ゴキブリは、ゴキブリの餌より、遥かに充実した、生涯を過ごすとは、思わんかね。私達の事だ。ゴキブリの餌、超可哀想。うふふふ。そうだな、山田、何か情報を言え。」山田「そうだなぁ・・・特に言う事無いけどなぁ・・・。髪の毛は、３ヶ月切ってない。」男「珍しいな。ちゃんと言えるとは。ところで山田、私の自己紹介をさせてくれ。私は、此処の職員で、お前の担当だ。役割は、くだらない話を、お前にきかせ続けるとか、あるいは、お前を殴るとか、お前の牙をへし折って、言うことをきかすとかだ。調教という。調教するのも役割の一種だ。」山田「私がいなければ、何も出来ない。」「勘違いするな。さっき、自殺を進めていただろう。別にお前が死んでも代役はいるんだ。いくらでもな。此処はあくまで日本国だ。日本国の人口を考えてみるがいい。人人人人。木が３つで、森、女が３つで、姦。山が３つで、山山山、虫が３つで、蟲。口が３つで、品、そして、人が３つで、众。意味は、多いという意味だ。つまりだが、日本の人口は多くて、何処を見ても人しかいない。思わず人間を食べたくなるぐらいにな。つまりだが、お前の値打ちなど、その程度だと言う意味だ。多いものは、値打ちが薄い。ところで山田、何か格言を言ってみろ。」山田「布団が吹っ飛んだ。」「よろしい。」女「いいんだ。驚きだ。」男「おそらく、強風に煽られたんだろう。ところで山田、格言を聖書から言ってみろ。」山田「エロイエロイラマサバクタニ。我が神、何故お見捨てになられたのですか？」男「間違っているか確認するぞ。んー。合ってるな、概ね。次、初歩的な事してみろ。」山田「神は、７日間で世界を作った。」男「合格としておこう。最近調子いいじゃないか、山田。では、深い事言ってみろ。」山田「確か、マルコによる福音書が、４つの福音書の中で、一番古いはずだ。」男「真相は不明だが、まあ、深いかな。次、山について説明してみろ。」山田「山は、神が降りてくるところです。」男「あと、はんさい　を　捧げに行くところだな。」山田「そうですね。その時は、子供をはんさい　に　するのを中断して、雄羊を、はんさい　に　しなおしましたね。」男「俗世ってなんだ。」山田「風俗の事です。」男「それは違う気がする。」山田「俗ってついてますよ。」男「では、俗世の意味を解説してやる。世俗とは、「世俗的」であること。政教分離を経て、国家と宗教が分離している状態。 日本語で「世俗」は、「世間一般に見られるさま」「俗世間」「世の中の風俗・習慣」などを意味する。だ。つまり、宗教を持たねば、俗世を持つ事は出来ない。山田はミスを犯した」彼は、電気ショックを山田に浴びせた。山田「きゅう。」「次、余計な事言ってみろ。」山田「えーっと・・・この馬鹿死ね。」男「よし。」女「Mみたいだ。この部分だけ聞くと。」男「お前の説明の方が余計だ。山田、お前の負けだ。」彼は、山田を殴った。山田「怒ってるじゃん！」男「怒ってない、お前の言い方が間違えていただけだ。次、悪巧みしてみろ。」山田「よーし、逃げる方法を考えるぞー。」男「よし。次、阻止してみろ。」山田「何を？　喋る事か。黙れ！」男「なかなかいいじゃないか。可能性ってなんだ？」山田「えーっと、前田は・・・散歩に行きました。ドブにはまる可能性があります。家を出なければ、ドブにはまる可能性は下がります。」男「よし、次、決意してみろ。」山田「絶対逃げる。」男「よし、いいぞ、次、立ち向かってみろ。」山田「うおりゃああああああ！！」山田は、身体を動かそうとした。動かなかった。「死ねバーカ！」男「そうだな、だいたい立ち向かっていると言えるだろう。」女「虐めているだけじゃないの。」男「そうか？　ゴキブリの餌だぞ？　コイツは。」女「口が汚い女だな。」山田「うっさい。」男「ちゃんと立ち向かっているじゃないか。積極的を説明しなさい。」山田「私は、マクドナルドに、買いに行きました。これは積極的な行動です。」男「マクドナルド嫌いなんだよなー。」彼は、通電した。山田は感電した。「きゅう。」男「剣って何？」山田「えーっと・・・刃物。」男は、自分自身を殴った「これはくだらない質問だった。次、王って何？」山田「搾取する階級の頂点。」男「次、滅ぼしてみろ。」山田「無理です。」男「わかった。それでいい。次・・・、光って何？」山田「目と、ビタミンD。」男「まあ、それぐらいだろうな。素人のレベルだと。次、討伐って何？」山田「ケチョンケチョンにする事。ボコる事。やっつける事。殺す事。」男「よし、では次、ところで山田、私はこの穴蔵で働いている。一方で、外の世界で、何が起きているか、教えてやる。一部の人々は、ある宗教に入った。それは、救世主が再来するのを、待ち望む宗教だった。我々は、その教団を弾圧する仕事もしている。」山田「はぁ。」男「どう思う？」山田「ほっといてくれって思います。」男「ゴキブリの餌がのたまわっています。」山田「クソ・・・。」男「どうした？　最底辺。」山田「早く次の質問をしろよ。」男「混沌って何？」山田「よくわからない状態です。」男「喜んでみろ。」山田「いい加減にしろ！」彼女は、キレてしまった。男「おや、喜べと言ったら怒られた。動詞は避けるか。勇者ってなんだ。」山田「勇ましい人の事です。」男「巫女ってなんだ。」山田「えーっと、預言者の事だと思います。」男「王族とはなんだ。」山田「親王の事。」男「司祭ってなんだ。」山田「多分、祭りを指示する人だと思います。」男「師匠ってなんだ。」山田「えーっと・・・前田は、字を知っています。種田がいます。種田は字を知りません。前田は、種田に字を教えました。前田は、種田の師匠です。」男「最高指導者って何？」山田「カリフの事です。」男「お前はカリフに指示受けてないだろう。」山田「私は無所属です。」男「なる程。いい言葉だ。あとは、貴様を教化してやろう。衣服から、切り取らねばならない。」彼は、山田を解放した「さあ、患部が薄らいだならば、衣服から切り取れ。」山田「患部など最初からありません。」男「なる程。」さて、男は、女に言った「あの計画を実行するぞ。」さて、二人は出ていった。扉は開きっぱなしだった。山田はすかさず、外に出た。外は廊下になっていた。山田は、廊下を歩いた。そしたら、種田が歩いていた。

粗末なこと。 生活の態度がまともでないこと。 また、そのものやそのさま。 ② 博打打ちや無職渡世の遊び人、また、暴力団員など、正業につかず、法に背くなどして生活の資を得ている者の総称。

山田は、種田に言った「やあ、種田久しぶり。」種田「山田、生きていたのか。」山田「そんなにがっかりしないでよ。私は喜んでいるよ。」さて山田は、種田への挨拶を終えたあと、ある部屋に行った。そこは金庫だった。山田は、金庫から、金を出したあと、その金を、銀行に預けた。この建物には、ATMがあった。山田はそこに行って、銀行に金を預けた。そしたら、男が声をかけてきた。以前の男とは別である。山田は身構えた。男はいった「金をくれたなら、結婚してやる。」山田「結婚・・・。こんな場所で結婚か。」「そうだ。どうせ貴様は、此処から出る事は出来ない。」山田「はは、私がそう簡単に、セックスすると思ったら大間違いだよ。最近はそうじゃないんだ。」「なる程。ではどういう条件が必要なのかな」山田「べ、別に、セックスしてやらない訳ではない。金渡すのが嫌なだけだ。」男「なる程。では金はいらない事にしよう。」山田「ふん。それならば、セックス程度してやろう。お前童貞なのか？　その方がいい。梅毒の心配無いので。」男「童貞だ。」山田「そっか。では、やらざるを得ないな。」さて、山田は、男の部屋に行って、性行為した。それから、山田は男に尋ねた「ところでお前、一体誰なんだ？」男「私もこの刑務所の、看守の一人だ。しかし、童貞なのは本当だ。それに、ずっと此処で暮らしている。」山田「そうか、童貞の看守か。」看守「楽しませてもらおうか。」山田「あっ・・・。」さて、看守は、散々山田で楽しんだ。看守は更に説明した「私は、仕事の一環で、実はお前とセックスしている。お前と結婚するのが、私の任務なんだ」山田「そうか、愛は関係なかったか。」「そうだ。悪かったな。しかし、結婚は本物だ。そういうルールになっている」山田「そうか。少しは優しい刑務所だな。」実際は、クソでしかないがな！　ただ食って寿命削ってクソして寝るだけである。男「此処は正確には、刑務所ではない。お前は別に罪人では無いからだ。此処は正確には、強制収容所だ。」山田「そっか・・・」「別の看守にも、言われていると思うが、お前は神に選ばれたんだ。選ばれて呪われた。非常に、うっとおしい事だ。この収容所には、まれに、結婚サービスがつく事がある。ラッキーだったじゃないか、結婚出来るチャンスが、たまたま残っていて。少しは神も希望を残したのかも知れないな。此処はパンドラの箱か。」さて、山田は妊娠して、子供を一人生んだ。さて、看守は、ある時、浮気した。そして、不特定多数の女と、性行為しているのを、ある日彼は、山田に見せつけた。山田はいった「この裏切り者。何故か説明するよ。アレほど童貞だって言った癖に・・・」元童貞「悪いな山田。これも計画の内なんだ。でもあの時点で童貞は本当だ。あなたは梅毒にされるほどのものじゃない。この強制収容所で、ただで結婚出来ると本気で思ったか？　こういう計画だったのさ。私は面接の時に、こう聞かれた　童貞ですか？　答えはイエスだった。童貞の男は多いだろう。此処は日本だ。私はスタンダードな日本人の一人だった。」女「私も職員の一人だ。私は、特に梅毒かどうかは、審査されていない。今後この男は、梅毒になるだろう。残念だったな。お前はもう、この男とセックス出来ない。」山田「ち、ちくしょう。希望を与えてから、希望を打ち砕くのかっ！　しかし、梅毒になっても、構わないほど、仕事に忠実なのか・・・？」看守「そうだ。社畜だからな。」山田「それは大変だね。」山田の心は、安定してきたが、セックス出来る相手がいなくなった事には、変わらなかった。しかし、その後、３人の男が、山田に声をかけてきた。「仕事でお前とセックスする事になった。この挑戦を請けるか？」山田「ば、梅毒は・・・？」「梅毒は付き物だ」山田「やらないよ。命が大事だもの。」男「そうか、しかし、こちらはやらなきゃならないんだ。悪いな、これも仕事だ。」３人は、山田を強姦した。しかし３人は、梅毒では無かった。ところで山田は、生んだ子供を、看守に預けていた。自分で育てるのが、面倒だった為である。時々は、見に行った。すると山田は、子供に言った「紫波中央、お母さんだよ」息子の名前は、紫波中央だった。紫波中央は言った「なんか用か？」山田「んー・・・」用事が無かった。山田はそういう人間であった。「特に用は無いけど、母親が実子に声をかけるのは、普通かと思って。」息子「はぁ。」看守「面会時間は終わりだ。」山田「もっと喋らせて下さい。」看守「さっさとしろ。」山田「散歩しようか。」息子「いいよ」さて、二人は、廊下を散歩して回った。そして、面会時間は終了した。息子はそのまま、この地下室で育てられる事になった。ところで山田は、金庫から奪った金を、そのままキープしていた。さて、山田が、金をそのままにしておきつつ、生活していると、ある男がやってきた。彼は言った「私と結婚しろ」山田「わかりました。」そのまま山田は、彼と結婚した。しかし、彼は、性行為の際、他の男たちを呼ぶ事があった。その為、山田は二人子供を作ったが、真の父親は、曖昧になってしまった。ところで、その男は、８年間、山田と付き合ったあと、離婚して、男友達を連れて、どっかに去っていった。山田は暫くは、その子供２人を、自分で育てていたが、ある日、看守がやってきて、２人を連れて行った。そしてその二人は、看守に育てられた。看守はある日、この二人を、外に出した。収容所の外に。そして、二人は、外で育てられる事になった。先に生まれた子供は、男の子だった。そして、あとに生まれた子供は、女の子であった。それぞれ名前は、似内と、松田であった。似内と松田は、外で生活してから、暫くすると、ふたたび、収容所内へ戻された。一方で、紫波中央は、ずっと、収容所で生活を送っていた。似内は、外にいる間に、大学にも通っていた。松田には、収容所に戻ったあと、一人看守が、監視員としてついた。松田は、収容所に戻された事に関し、不満におもっていた。彼女は、看守が大嫌いだった。彼女は、看守となるべく関わらない様にしていた。収容所には、無数の看守がいた。彼女の生活は、いつもみはられていた。そして、彼女は看守が大嫌いであった。ある時、帰ってきた松田は、山田と面会した。山田は松田に尋ねた「外で何かいい事はあったか？」松田「忘れてしまいました。もう、此処に戻ってから、２年もたっているのです。」山田「そっか、私は、２０年も過ごしてしまったよ。」山田は、収容所で、２０年も過ごしていた。松田の人生はこうであった。収容所では、革のムチで打たれた。そして、外では、殴られた。クソの上を歩いているような人生であった。しかし彼女は、外の世界の方を愛していた。そして看守を憎んでいた。ところで、この収容所は、収容されている人は、ほとんどおらずに、看守の数だけ、非常に多かった。山田の友達は、種田ぐらいで、そして、種田は、珍しい、他の収容者だった。種田は特に、金儲けの方法を考えなかった。山田は考えていた。それは盗む事であった。山田は、収容所の、隠された金庫を、いつも探していた。すると、３人目の収容者がいて、その収容者は、赤淵という名前だった。赤渕も、金庫を探し回っていた。山田は、赤淵とつるんで、金庫を解錠するようになった。山田が、そんな事している間に、松田は、赤淵と、知り合いになった。松田は、赤淵から、色々な話を聞く様になった。赤渕は、収容されているだけの、ただの男であった。松田は、赤淵に関し、山田に説明した「赤渕は、色々な事を知っており、凄い人だ。」山田は答えた「私は、赤淵の言っている事、ちんぷんかんぷんだけどな。ところで、松田。人は死ぬと、鈎をかけられて、地獄に引っ張られるらしいね。」松田「そんな事は私は信じてない。」山田「赤淵はそれに関し、どう言っている？」松田「赤淵は、そういう類の事に関し、まだ言及していない。」山田「そうか。何か私が、赤淵に関し、聞いていないような事を、赤淵から聞いたら、その時は話してくれ。」松田「んー、覚えきれるか心配ですがね。私が。直接聞く方が早いんじゃないですか？」山田「だから、私が赤淵から、聞いていない事って言っているじゃないか。」さて、松田の収容所生活は、非常に長かった。松田は、若い割には、疲弊しきっていた。命を奪う収容所生活にて。松田は疲弊し、そして、憎しみに満ちていた。一方で、赤淵は、人の心の秘密を、言い当てるのが得意であった。また、赤淵は、人と接する際、明るく、愛嬌のある態度を取る、男であった。さて、松田は、赤淵に、ある期待を寄せていた。それは、こういう理由だった。松田は、疲弊し、憎しみに打ちひしがれていたが、赤淵は、そんな様子では無かった。しかし、彼もまた、長きに渡る、収容所生活に苦しんでいる者であった。松田はそれを、赤淵マジックと呼んでいた。赤渕マジックは、何故か、赤淵は、一見、自分と同じ状態に、陥ってない事であった。さりとて、彼が、看守共と、癒着している風でも無かった。山田は鍛錬の末、生霊を憑依させられる様になった。しかし、何の意味があるかわからない。人生に何の意味も見出す事が出来ない。それが刑務所生活である。いや、収容所生活である。山田は、人と接する時、あまり厳格では無かった。山田はある時言った「神の王国など無い。神は死んだか、神の王宮には、うんこが沢山詰まっている。つまりすぎて神は労働をやめた」収容所は、迫害を受ける人を収容する為の施設であった。何故なら、収容そのものが迫害であるので、一般的行為を、税金を浪費して行っているのである。公務員が怒りを発している。公務員の意見はこうである。「一般人ごときに、遅れを取ってはならない。いざ鎌倉。いざ特権迫害。」ちなみに、山田たちの服装は、収容される前着ていた服を、そのまま着た状態である。山田の子供は、山田を恨んでいた。山田が、獄中で生んだので、自分たちは、牢獄で生活しなければならなくなったのだと。そして、看守たちは、山田をよく殴ったり、虐めたりしていた。山田は現実逃避と、暇つぶしの為に、生霊を憑依させる術を覚えた。看守に勝てない為である。山田は、完全に自由が無い状態で生活していた。このふざけた迫害は社会問題だが、日本的感覚では、どうでもいい事だった。何故なら、どうでもいいからである。中途半端に数が多い被害者だが、だが、知られてないのでどうでもいいという訳だ。こんなのアウシュビッツである。山田は服従を拒みつつ殴られていた。何故服従を拒むかというと、自殺を要求される為である。自害。「自害しろ」が、この収容所のモットーである。山田が収容所に入れられて、２０年が経過していた。多分２０年だと思う。ちなみに、この、山田みたいな、雑魚を収容するシステムは、国家繁栄の為に考えられている。増えすぎた人口を抑制するために、仕方ない事として、行われている。公務員や政府は、雑魚い人を回収して、収容して、セックス出来ない様にする事で、本来なら、人口を抑制するつもりであるはずだったが、今回のケースでは、多くの看守は裏切り、山田に子供を作らせてしまった。この様に、日本の国家政策は、貧しい人は、絶対に子孫を残してはいけない様に仕組まれている。貧しい人に子孫を残させない事で、金持ちが、１０人子供を生む事が出来る。この狭い土地で、卑怯な行いが敢行されている。しかし、山田は３人だけ子供を作っている。もし、山田を野放しにしたら、山田は、２０人子供を作っていただろう。１７人も貧乏人を殺した計算になる。それが中央政府のやる事である。もしくは官僚が。そして、自分たちは、優先的に子供を増やす訳だ。金持ちの子供を。山田には、ぶん殴られる義務があったので、殴られていた。ところで、夫になった看守すら、山田を殴っていた。彼は、子供への自己愛があるので、５０％自分なので、子供３人は、殴らなかった。山田以外の登場人物の名前忘れた。忘れたので変わると思う。山田の子供とか、山田の友人とか、山田の夫とか、そういう呼び方にすればいいと思う。さて、この収容所は、無限の権力を持ち、一般公開されて、新聞にも顔を出していた。少しでも、睨まれると、ここに収容される。ナチスドイツと何も変わらないと思われる。それが日本。太平天国。日本もナチスドイツも、中国も全然同じじゃないか。北朝鮮は違うけど。日本＝ナチスドイツ＝中国＞北朝鮮。優しげに見えるこの街に、収容所が設けられたのは、いつの頃だったか判然としないが、多分中央政府の要請で作られたんだろう。もし中央政府の要請で作られてないのなら、地方政府の要請か、官僚の要請で作られたんだろう。山田は若い頃は、日本を旅行して回っていたが、神の激怒に触れたので、人間の収容所に埋葬される結果となった。つまりだが、神の激怒を現実に実行してしまうのが、上記の権力者連中の役割であって、彼らは、そのために税金を回収していた。つまりだが、中世ヨーロッパで言われていた様な、神罰の代理人が、権力者連中である。つまりだが、収容所の管理者たちは、天使である。神の力を行使する連中なので。神は、中央政府か官僚か地方政府である。達増拓也は神の代理人の裁き手で、彼の更に代理人が、収容所の管理人たちである。ところで、ここの収容所では、不死の秘密を研究しており、人体実験を行っていた。また、人体実験の検体は、当然、被収容者であるが、ここでは更に、単なる人体実験よりも、おぞましい行為をしていた。不死の秘密には、人間の肉を食べる事があったので、彼ら彼女らは、人間の肉や魂を調理して食べていた。呪われた被収容者共の、肉や魂を。神が彼ら彼女らを呪ったのである。犬神のようだ。犬神では、犬を生贄にする事で、力を得る。この収容所では、神が呪ったものを、捕食する事で、不死の力を得ており、この収容所の運営責任者は、１００年院長を続けていた。全て、霊魂と血肉の秘密を研究した成果である。彼は神に愛されている。彼は彼に、自分が印をつけた、餌を送り続け、彼は、金を蓄えながら、寿命を伸ばし続けている。彼は、子供をどんどん作りながら、この収容所の、重役に据えていった。家族経営でも特に問題ない。神がついているからである。生贄も申し分無い。こののどかな、牧歌的な田舎で、捕食惨劇が繰り広げられている。彼らには、肉も魂も、全て肉に見えていた。肉肉肉。もしくは餌。ここの収容所の重役は、人の魂を見る事が出来る。そして、魂の調理法も知っている。山田が。生霊を憑依させるよりも早く、彼らは、霊的な行為を行っていた。身体から、魂を取り出し、それを調理して食べる。そして、血肉にも、エネルギーが宿っているので、それも食べなければならない。骨以外は、全て調理して食べなければならない。院長には、野望があった。その野望とは、彼は今、日本の一部地域のレン中しか、回収する権限を持ってないが、もっと遠くの地域の連中まで、収容出来る権限が欲しかった。彼は、収容所を拡張続けており、今、大きな建物が、５つある状態である。もっと増やす予定だが、その為には、他の地域にまで手を伸ばす必要がある。彼が収容所の経営に、熱心になったのは、彼が以前から行っていた、人々の魂と肉を、自分のエネルギーに変換する術を、効率よく行うために、生贄としても良い人材を、欲していた為である。彼は言っている「人間が一番良い。牛肉など邪道である。」そういう経緯から、彼は被収容者には、肉食をさせなかった。彼はこうも言っている「つまりだが、牛の方が、美味い。つまり、人肉を育てる場合は、精進料理でなければならない。」山田は肉好きだったので、非常に迷惑を被っていた。山田が餓死しない性質を持つので、野菜すら与えられないで、生活していた。さて、この院長は、地元民や、中央政府の連中から、一定の評価を得ていた。ある日院長は、直々に現れた。そして、山田をムチでうった。その後、拷問器具にかけて、山田のつめを剥がした。彼は笑った「あーっはっはっは、いーっひっひっひっひ、わめけ家畜！」彼は、山田の神経を取り出したあと、それを、焼けた針で刺した。家畜を虐待する彼は、家畜の飼育に向いていない。こうやって価値を高められた生贄は、売り物にはならず、全て彼の腹の中に収まる。彼は高レベルな人間である。疑いの余地はない。彼は終末捕食者である。あなたたちの税金は、全て彼の懐の中に収まる。生贄・税金・捕食　である。山田は、何度も爪を剥がされていた。ある時彼女は言った「爪剥がす以外の事やってみろよ」山田は収容所にいた。寒い。拘束を受けていた。どこにも出歩く事は出来ない。山田は擦り切れた、ボロボロの衣服を着ていた。山田はこの服装を嫌っていた。クソみたいな、収容所の看守を思わせるからである。死んでしまえクソ共。山田の心に、強い印象を与えたのは、この収容所を取り巻いている、大きな名声と、力であったかも知れない。この収容所は、多くの人を収容しているが、ありとあらゆる雑魚共に、手を伸ばしていた。強欲なこのクズ権力者共は、支配範囲が広がらないのに、しびれを切らし、底辺の人間の基準を、底上げしていた。そうする事で、多くの被収容者を得ていた。彼は、念力を使い、遠くの離れた、雑魚を探し当て、その生活形態を把握して、鹵獲者を送り込み、収容所へと連れて行く。彼の念力には、自動自白装置というものもついており、これを使うと、尋問にかけられた人は、ぺらぺら、自分に不利な事を、院長に教えてしまう。彼は、相手に自白させ終えると、にっこり笑って、拷問に移るのであった。彼は、ムチで１００回連打するのが、お好みであった。さて、ここには特別な拷問部屋が用意されており、山田はそこに入れられて、色々された。私には思いもつかない事が起こっただろう。目玉を刳りとって、視神経の連絡先を、はんだごてで、焼き切る程度、朝飯前で、他にも何かやったと思われる。さて、院長は言った「ここは、悪魔の拷問部屋です。」山田は答えた「あなたたちは、悪魔より酷いです。」院長「実にそのとおり。」山田は、ここに入る前は、恐怖と不安にかられていたが、ここを出たあとは、目玉から血を流していた。つまり痛すぎて、訳がわからない。また、この院長は、拷問中に、感動して、泣く癖も持っていた。彼は、自分の顔に、相手の血液が飛び散ると、感動してしまう性癖を持っていた。ところで、山田はある日、山田の子供が、拷問部屋に運ばれていくのを見た。山田は言った「子供は関係無いはずだ。」院長は答えた「山田君、全員おもちゃなのだよ」子供は、拷問後、集中治療室へ運ばれた。山田は言った「何故こんな事が、許されているのか」院長は答えた「私は畜生には、哀れみを持たない質なのでね、運が無かったと思い給え。」院長は、検体と接する時に、とても嬉しそうにしていた。拷問する前の場合は。普段は、心底がっかりしたような、接し方をした。「君は実に、生物のクズだね。」そんな感じである。「生きていて恥ずかしいとは思わないのか？　私が評価してやろう」院長は、拷問する場合のみ、とても、明るく愛嬌がある態度で、検体に向き合った。「やあ山田、今日は君の、筋の部分を、ソテーにしてみる事にするよ。」山田は、非常に憂鬱そうな表情をした。ここにこの世の残念が集約している。さて、院長は、お年を召していた。なので、収容者の間では、院長は、いつ死ぬのだろう。さっさと死ねと、そういう話が出ていた、院長は、ある日言った「私に死ねと言う輩がいるらしいが、その人は私より早く死ぬ事になるだろう。残念だが、神の意思はそう出来ている。」この施設は、収容者に比べて、職員の数が圧倒的に多い施設ではあったが、収容者の多くは、院長を憎んでいた。山田もその一人であった。彼女は、生霊や死霊や、呪術を使い、院長を呪殺しようと、毎晩していた。しかし、一切通じなかった。多くの収容者は、今の制度に反対していた。今の、弱者から順番に、この収容所に放り込み、検体にしてしまうシステム。看守一同は、院長の経営方針に、賛同していた。彼ら彼女らは、よく、院長と慰安会を行って、酒と食事とタバコを嗜んだ。これらは、疑いもなく、院長の味方であった。しかも、その多くが、心底から、愛を、院長にささげていた。山田は、心底からの、嫌悪感を、院長に提出していた。看守の中には、狂信的に、院長に傾倒しているものがいた。そういう中毒者は、院長同様、度が過ぎた拷問に凝っていた。拷殺。そういう人たちは、院長本人が、自分は、神から祝福を受けていると、名乗っているが、それと同様に、院長の功績は、奇跡によるものだと、おもっていた。そしていづれは、この収容所の名前が、高まると確信していた。山田は、ヘドが出る表情をしていた。そういう話を聞くと。山田は、他の収容者よりも、院長を憎んでいる、自信を持っていた。山田は、院長の、精心のちからを、恐れていた。看守たちは、この院長こそが、唯一絶対のものであると、言っていた。山田は、身震いした。山田も同様に、院長の権力は、唯一絶対だと考えており、非常に憂鬱な表情をしていた。山田には、院長の権力が、神授だという事に、疑いを挟む事は出来なかった。そして、自分が神から呪縛されている事も。もし神のちからで無いのなら、自分を留める事は、誰にも出来ないはずである。山田もそうおもっており、全部憎んでいた。ある看守は、山田に言った「院長が、聖者であられる事は、まちがいない。あの方の心には、全ての人を、望むなら、貶めれる秘密がある。あの人は、地上に真理を、実現している。」山田「胡散臭いクソ野郎。」看守「我々のみ、聖なる存在となり、我々のみ愛され、貧富の差は激しくなる一方だ。我々は神の子供になり、こうしてついに、神の国は実現されるのだ。」山田「裏側の世界に、私たちがいるがな。」「物事は表裏一体にできているんだ。とある魔術の禁書目録でもやっていただろう。」さてその後山田は、子供たちと会話した。山田の最初の子供は、男の子だった。彼女は、彼と会話していた。山田は、あとから生まれた、二人の子供との方が疎遠だった。あとからの子供のうち一人は、山田に対する興味を失った。山田は寂しい思いがしたが、同時に嫌われてもいる。それは、山田が収容所で、彼らを生んだからである。そして彼らもまた、収容所で生活を余儀なくされているからである。実際にはこの子供は、別の理由で、山田に冷淡になっている事もあった。子供はある日、山田に言った「内的な問題に関し、どう思われますか」山田は答えた「収容所から脱出したい」子供「なるほど。そういう事か。」彼は更に言った「もっとも困難な目標はなんでしょうか」山田「収容所から脱出する事に決まっている。」子供は言った「私は、あなたなど眼中にありません。」山田「嘘だ！　お前は嘘をついている・・・。」子供は言った「私は無神論です。」山田は答えた「私は、神がいるかどうかよくわからない論。」もしいるのなら、私は神に呪われているのは間違いない。いないのなら、何故こうなっているのかわからない。つまり、神はいる事になる。つまり私は、神の実在を認めているのかも知れない。子供は言った「私はあなたを軽蔑しています。」山田「私は呪われているだけで、軽蔑される様な事は何もしていないよ。」山田は、子供の方から接近して来る事を期待を持ちながら、心待ちにしていた。年上の方の子供は、ある時、山田に言った。「今日弟が、タバコをすいたいと言ったんだ。私は、すわないと答えた。」山田は答えた「そもそも、この収容所では、タバコすえないじゃん。」子供「こないだ、弟が、酒を買ってきてくれると言ったから、頼んでみたんだが、彼は結局買う事が出来なかった。」山田は答えた「そうだよ。この収容所では、買い物出来ないからね。」山田の生んだ第一の子供は、タバコとか酒の話する性質で、第２の子供は、神とかの話する性質だった。第一の子供は山田に言った「弟が、肉買ってくれるって言ったんだが、彼は結局買う事が出来なかったんだ、収容所憎し。」山田「なるほど。」第一の子供は、山田に対し、暇なのでこう言った「山田、お前の遺産の話だが、私に３割よこせ」山田「いいよ別に。」山田には、残すほどの遺産が無かったし、あと、収容所に入った人間は、消されてしまう。遺産を残す事は出来ない。ところで、院長は、社交的な人物で、一般の訪問客にも、会っていた。そして、見繕っていた。何を。誰を収容するか。この収容施設と関わると、一瞬で身柄を拘束される。本当に注意しなければならない。院長は、そういう社交性を利用して、相手の生活形態や、住所を聞き出してから、警察を使い、合法的に相手を拉致して、収容所に閉じ込める。本当に多分、ナチスがユダヤ教徒を、収容していた時は、合法的に行われていたんだろう。それと同じ事を院長は日本で行っている。今行っている。全部精心病棟の意味なんだけどね。院長はある日、書類整理していた。それは、彼が命令して発行させた書類である。その書類に、彼の実行しろというサインをしてある。一枚の書類につき、１００名の生贄を確保出来るという書類である。彼は、政府から金を貰っていた。捕まえれば捕まえるほど、金が入るのである。政府は、人体実験を推奨していた。日本政府の事である。菅政権もその一種である。ここは税金で運営されていた。ちなみに、権力者の中には、この院長と、お近づきになり、邪魔者を、収容して欲しいと思う人もいた。院長は、金持ちと権力者に対しては、恭しい態度で接した。彼は、自分の判断で、都合いいと思う人物は、残しておいて、都合悪いと思う人物は、どんどん収容していった。大抵貧しい人が収容されていたが、金持ちでも、彼に逆らった人物は収容されていった。なので、逆らう金持ちはいなくなった。貧しい連中においては、なおの事である。ちなみに、私は、次の総理大臣が、誰か忘れてしまうだろう。おそらくすぐに。こうして化石化していく訳だ。収容所にいると、全部どうでもよくなってしまう。本当は重要な事のはずだが。ところで、訪問客の中には、院長と一緒になって、拷問を楽しみたいとか、院長の肉体延命技術を、分けて欲しいとか、そんな人もいた。院長は、親しい友人に、多額の寄付を受けたのち、それを受託した。こうやって、腐った金持ち連中は、自らを延命していくのであった。院長の、実際に行う肉体解体は、雑なものであった。彼は、相手をただ、血まみれにさせるだけであった。このやり方はよくない。血液が全身に残ってしまう。しかし、院長は、自分を延命するために、不味い肉を無理やり口にしていて、そして、受刑者・・・収容者たちを、憎んでいた。自分が調理下手な癖に、それを収容者のせいにするのである。院長は、解体技術者を、数人雇っていたが、院長ともめた、ある技術者は、虜になってしまった。院長が命令してそうした。あるいは、自分で実行した。山田はある日、院長に、セックスしないかと持ちかけた。院長は答えた「お前を１０００回殴ったのち、そうしてやろう。」院長は、山田を１０００回殴った。山田はいった「何故１０００回も殴るのですか？」院長「お前と私の、身分の差を埋める為だ、最貧民よ。」さて、その後、山田の３人の子供も呼ばれた。院長は言った「お前らの母親の要請で、今から、乱交する事になった。貴様らは参加せねばならない。」さて、３人は逆らったので、院長や、他の看守に、ボコボコに殴られた。山田は言った「この３人は勘弁してやって下さい。」院長「貴様はどうするんだ。」山田「セックスします。」さて、院長と山田は、セックスした。その後院長は、山田を１０００回殴った。山田は言った「やめて下さい。」院長「何勘違いしているんだ。セックスは重罪だ。そんな事もわからないのか。このクズめ。お前は罰として、１０００回通電だ。」一人の看守が口を滑らせた「院長、あなたも重罪を犯したのでは？」院長「私はいいんだ。私の行う事は全て合法だ。お前は、反権力的だ。死刑に処す。」その看守は、連れて行かれて、首吊の刑になって、死亡した。ところで、この収容所の、広大な施設・・・どれぐらい広いのか、中で生活するものには、わからないぐらいの広さがある、を、一部借り受けている、収容されていない人がいた。その人は、院長と話し合って、部屋割の再編成を試みた。この人が何故、どういう用途で、この収容所の部屋をつかっているのかは、不明である。院長は答えた「再編成してやってもいいが、５００万円よこせ」院長は、金の亡者であった。院長と話し合っている人は、元々の土地の所有者で、院長から、強引に土地を奪われる際に、交渉して、収容所の部屋の一部を、自分の部屋として、使わせてもらう権利を獲得していた。つまりだが、ただ部屋を持っているだけなのだろう。絶対的な悪。金の亡者の権力者。仲直りとか、そういう問題ではない。永遠に続く拷問。巨悪。敵は決まっている。勝てない。さて、院長は、山田を殴り、山田は吹っ飛び、壁にめり込んだ。こればっか。現状改善不能。全員敵。味方無い話。院長は、魔力放出し、山田をバラバラに引き裂いた。院長は、山田に警告した「何回死ぬ気なんだ？　お前は馬鹿か。」再生した山田は答えた「お前が殺してんだろうがぁ！」院長「あの世に送る」院長は、山田の魂を、あの世に送った。山田は死んだ。さて、神は、無理やり山田の魂を、山田に憑依させて、山田を復活させた。山田は蘇った。院長「いい加減死ねよぉっ！」ところで院長は、看守たちには、尊敬されていた。そして、山田など、囚人たちには、とても嫌われていた。ただそれだけの、二項対立であった。看守たちは、院長に関し、人格的に尊敬出来るだとか、苦難を乗り越えるちからを持つだとか、そう褒めそやしていた。山田の他の囚人に、種田という囚人がいたが、彼女は山田をこう評価していた。「山田は弱い。私は弱いので逆らわない様にするが、山田は逆らう。なので迫害される。でも、山田は、逆らわなくても迫害される、なので、仕方なく逆らっている。山田は可哀想な奴だ。」さて、院長は山田を捕まえて、マジックで、山田の額に、肉と書いた。山田は言った「はっはっはー、その程度の嫌がらせかー！」そしたら、院長は、山田を殴り飛ばし、山田は壁にめり込んだ。院長は激怒した、「山田ァ！　また壁壊しやがったなぁ！　死ねいい加減にぃ！」さて院長は、また別の嫌がらせを考えた。まず院長は、山田に命じた「手紙を書け。」山田「私はあなたに向けて手紙を書きます。」山田は書いた「院長馬鹿死ね。老害。いい加減死ねこの天然吸血鬼。退魔されろ。カス。人間のカス。化け物。お前は無価値より有害。消えろ。死ねヒエラルキーの頂点の搾取者。」院長は驚いた「おや、書き言葉になると、結構述べるね。あなたは。」さて、院長は、山田を焼き尽くした。山田は灰になった。高温で燃焼されて。山田は復活した。院長は言った「ただ単純に殺し続けても芸がない。」彼は考えた。彼は、元々は、山田から受け取った手紙を、破り捨てて、山田にダメージを与える予定だった。彼は手紙を焼き捨てた。「どうだ？」山田「死ねカス野郎。」私は収容される事で、この世の悪を見つける事が出来た。それ以外何も良い事は無い。ところで、この院長は、好きなものを発火させるくらい、造作も無い特殊能力持ちであるね。人肉を食べているだけある。でも彼の人肉加工は下手くそである。血液を抜いておかないからだ。院長は言った「約束を守るんだ。」そして、山田を殴った。今回山田は、力の加減で、壁に叩きつけられた時、めり込まないで、代わりに、壁に後頭部を強打して、脳みそを漏れさせた。血液のシミが出来た。院長は言った「はい、部屋汚したから、敷金ね。」山田「ここは拷問部屋だ。いくらでも血で汚れているだろう。」院長「黙れ。金取れればなんでもいいのさ」山田「腐ってやがる。」さて、院長は、思案した。シアン化合物飲んで死んでしまえばいいのに。院長「約束を守ってくれるよな？」彼は、山田の肩を掴んだ。山田は言った「私に触るな。カス野郎。」院長は、山田の肩を握りつぶした。山田は膝をついた。院長「約束だ。金を支払え。借金してでも支払え。死ぬまで借金して私に貢げ。」山田「それは約束じゃなく命令、」院長は、山田を焼き尽くして灰にした。山田は再生してから言った「窮すると焼くのやめろ。」院長「この虫けら風情が。私に逆らうのはやめろ。私の理論は常に正しい。私に従ってさっさと金もってこい。ゴミめ。」山田「適当な事ばかり言うな、脳足りん。」院長「それはこっちのセリフだ。虫並みの知性しか持ち合わせてない、」山田「私はただ貧しいだけで、別に脳が乏しい訳ではない。お前らは調子乗りすぎだ。搾取者。お前の役割など存在しない方がマシだ。お前など存在しない方がマシだ。税金泥棒とはお前らの事だ。お前らなど存在しなければいい。徴税者は、税金を取る役割だ。この税金は、使いみちによっては役立つ。しかし、お前らは、この税金を台無しにしている。そして、高級車を乗り回す。死んでしまえ。腫瘍。肥大化した腫瘍。」私は死んだ方がマシだが、院長が生きている限り、私が死んでもムダである。ただ新しい人がとって飼われるだけである。院長が死ぬ必要がある。院長「なるほど。そよ風の様な爽やかなセリフをありがとう。」馬耳東風。院長は金の亡者なので、何を言ってもムダである。院長は考えた。答えた。「身に覚えが無いな。それらの罪状は。」山田「お前が自害すれば、お前がどれだけこの世に悪影響を与えていたかどうかわかる。さっさと死んでくれ。」院長「思うに、真の正義とは、儚いものなのかも知れないな。生き残った者は全て悪徳業者。私はその役割に甘んじる事にしよう。しかし山田、私は、財界の人とか、看守一同とか、様々な、金持ちから、尊敬を集めている。何故こんな、栄誉ある私が、悪徳業者だと、山田君は断言出来るのだね。」山田「お前に群がっているおべっか使いは、全て悪人だ。だからだ。それにお前らなんか、税金吸い上げて、それをはばからないだけじゃないか。どこに正当性があるんだ。ただ恥知らずなだけじゃないか。」さて、院長は考えた。「しかし、山田君、色々な形の正義があって、結局　ちから　こそ正義だから、私は正義なんじゃないのかね。誰があなたを支持するんだ？　私に賛同する者の方が多いじゃないか。」山田「民主主義は間違ったシステムだ。賛同者が多いからと言って、それが正しい真理である訳ではない。」院長は答えた「お前はつまらない奴だ。まず顔からしてつまらない。ゴミムシだな。」山田「ゴミムシに謝れ。ゴミ人間。」院長「私は人ではない。神だ。」山田「駄目だコイツ、早くどうにかしないと。」院長「約束を守れ」山田「お前との約束は全て無効だ。」院長「知っているさ。だから予め、釘を刺して、権利を制限している。」山田「死んでしまえ。」院長「お前こそ死ねばどうだ？　一行に構わんぞ。」山田「地獄へ落ちろ。」院長「山田くん、地獄は此処にあるじゃないか、私が作り上げた地獄がな。」収容所の事である。もっと言えば、精心病棟の事である。「地獄が此処に存在するんだ。他の場所に地獄があるはず無いじゃないか。」さて、院長は、山田の顎を撫でた。山田は、院長に噛み付いた。院長は硬化した。山田の歯は砕けた。院長「此処は死後の世界だ。山田君、君は既に死んでいるんだよ。もう地獄から抜ける事は出来ない。」山田「煩い爺さんだな。」院長は、１００年以上は生きている。この収容所創立の時から、ずっと院長をやっているのである。しかし、見た目は若々しかった。彼は人間を超えていた。院長「全体の感じが駄目だな。見た目の事言っている。」山田「煩い。馬鹿。死ね。」院長「お前の様な女が死んでいるのを見た事がある。おや。本人も何度も死に姿を晒していたね。どれがどれだか覚えてないや。」山田「うるさい。」「山田、さっきから、うるさい　しか　言えてないぞ、相当弱ってきているんじゃないか？　頭が。」山田「黙れ。」「ところで山田、私は優しいとは思わないか？　こうやって、暇人のお前の、話相手になってやってるんだ。」山田「感謝します。」院長「山田、私はあなたの事が心配なんだよ。ある日突然、体中をウジにくわれて死んでしまわないかどうか。頭は相当既に、イッているみたいだからね。」さて、院長は、山田を引きずって、別の部屋に連れて行った。そこには、人の彫像がかざってあった。大きさは、等身大だった。山田に彼は言った「山田君、この像に拝み給え。」山田「何の真似なんですか？」院長「いいから拝めよ。」山田は、手を合わせた。院長は説明した「これらは、私が崇拝している、神の一種だ。」山田「お前に神がいたとは驚きだ。」院長「何か面白みのある属性を付与しなければ、単なる金食い虫としての、性質を持つだけの、私になってしまうじゃないか、それでは人生に色がない。」山田「はぁ。」さて、此処は、院長の礼拝堂と呼ぼうか、院長の礼拝堂には、像が、２５個おいてあった、院長と山田は、それぞれの彫像に対し、祈りを捧げていった。院長は山田に言った「光栄に思えよ。私の礼拝室で礼拝させてもらっているんだ。」山田「十分光栄に存じております。一体どういう気の変わりようですか？」院長「嫌がらせのつもりだったが、存外適応しているじゃないか。」山田「はぁ。」さて、院長は誰かに対し、連絡を入れた。看守の一人は、院長に、食事を持ってきた。院長は、礼拝室で、食事を取った。山田はそれを見ていた。「どうだ、美味そうだろう。嫉妬しろ。」山田「嫉妬しています。」院長「お前はカスだから、食事もカスのようなものしか食わせない、お前は、ゴキブリの餌でも食べていれば良い。」山田「はぁ。」院長は、豪華な食事をしていた。院長「そういえば、お前は性別は、女だったな。それは問題だ。」山田「何が問題なんですか？」「この礼拝室には、女性は入ってはいけないんだ」山田「何故連れてきたんですか？」山田は呆れた。院長「あとで処刑して贖うとしよう。」山田「ただ処刑したかっただけですよね？」院長「そうだ。よくわかっているじゃないか。しかし、本来であれば、メスは一切駄目なんだ。」山田「はぁ。」「収容所もそう作ってある。男女分かれる様に部屋割をしている。」山田「考えてみれば、そうかも知れませんね。」院長「お前は罪深い奴だが、既にかなり処刑してしまったからな。」「何に対する罪ですか？」「無論私に対する罪だ。男女分けるルールは、私が個人的に設けただけのルールだからな。特に意味は無い。しいていうのなら、お前らの性行為の邪魔をしたいだけだ。」山田「立派な嫌がらせです。」院長は、山田の顎をしゃくった。「性行為したいのか？　あん？」山田「したいです」「そうか、ならばしてやらない。」山田「はぁ。」院長「山田ぁ、そんな事ばかり考えているようだと、頭を切開して、脳みそを取り出してしまうよ。」山田「それはやめて欲しい。」「なら、淫乱な事を考えるのはやめなさい」山田「善処します。」「私に感謝しろよ。お前はいつでも、調理可能な状態にあるんだからな。」山田「わかりました。感謝します。」「なかなか素直じゃないか。」院長は、もう一度、山田の顎を引っ張った。山田「素直だから、処刑は勘弁して下さい。」院長「それは約束出来ない。なんというか、私は処刑したい時に処刑する。」山田「今私は、いい雰囲気だと思っています。いい雰囲気のままにして下さい。」院長「それは約束出来ない。」山田「駄目ですね。あなたは。」院長「お前がそういう事言うからだぞ。さて、処刑以外の嫌がらせを考えねばならないな、一々単純に処刑するのも、飽きてきている。」さて、院長は、山田を別の部屋に案内した。その部屋では、照明がつけられ、バラの花が植えてあった。バラの屋内栽培である。照明は、強力な紫外線を発していた。院長は、スイッチを操作して、光を弱めた。光の色を変えるのである。院長は言った「見ての通り、バラが植えてある。」山田「キレイですね。」院長「ただそれだけだ。」山田「しかし、看守共の中に、植物を栽培出来る人が混じっているとは、驚きでした。」院長「驚く必要は無い。何故なら私は、肉の栽培者だからだ。」山田「だからです。肉の栽培者と、植物の栽培者は、相容れないと思います。」院長「ちなみに、この植物を管理しているのは、私ではない。」山田「恐らくそうでしょうね。」院長「かと言って、誰かは教える事は出来ない、その職員と、貴様が懇意にする可能性があるからだ。」山田「わかりました。」院長「それとだが、処刑の内容を思いついた。棒で１００たたきだ。」山田「おや、普段に比べると、随分軽いですね。」院長「今気分がいいらしい。」山田「金儲けにしか興味無いとおもっていたのに。」院長「興味無いに決まっているだろう。ただし、もう既に、金儲けは自動化されている。私がやらずとも、職員が全部代行するからだ。」山田「何のために生きているんですか？」院長「金儲けの為だ、金儲け、豪華な食事、豪華な酒、タバコ、高級車、完璧な生活だ。」山田「へー。」スクルージの様に、禁欲的では無いらしい。院長「ただし、そんな生活する権利があるのは、私だけだ。私は、他の連中の生活は、厳しく取り締まる。私より幸せな奴は、いる権利は無い。」山田「嫌な人だよアンタは本当に。」院長「そうだ。山田、貴様の権限は厳しく取り締まる。ゴキブリ以上の生活もさせない。」山田「わかりました。」「貴様からは、あらゆる自由を奪い去る。」山田「はい。」院長「お前の存在そのものが罪だ。」山田「それは否定します。」院長「殴るぞ。」山田「殴らないで下さい。でもそんな無茶苦茶な話ありません。」院長「では何故、お前は神に呪われ、私の収容施設に入れられる事になったか答えてみろ、当然お前の所業の為では無い。だったら、お前の存在そのものが、罪としか考えられないだろう。」山田「それもそうかも知れませんが、罪とは無関係に、私は罰せられているのでは無いでしょうか？　神は自分の気分次第で、上げたり下げたりする。別にあなたは、良い行いをしている訳ではありません。ですが上げられている。」院長「そのとおりだな。確かに語弊があるようだ。お前は神から呪われている。それだけだ。いや、私からも呪われている訳だがな。」山田「そのとおりですね。」院長「私は何でもお見通しだ」山田「嘘ですね。私の方がまだ、見通しがあります。」院長「何言っている。私の言うことは全て真実になるのだ。私のちからで。」山田「はぁ。」「私には山田の罪が見える。」山田「どうあっても、私を罪人にしたい様子だな。なんの罪がある？」「息をしている事。」「どうあっても、私の生存権を奪う気みたいだな。」院長「さて山田君、君の品位を落とす方法が知りたいが、どうすればいいと思うかね。」山田「はぁ。」山田は思った。何故私が、あなたの代わりに考えなくちゃならないのだろうか。「あなたが自分で考えて下さい。」院長は、山田を殴った。山田は、壁に叩きつけられた。院長は言った「ゴキブリ退治の拳。」山田は答えた「暴力ですか。」院長「他にも方法はある。今思いついた。」さて、院長は、山田に下剤を飲ませた。すると、山田は下痢をした。「はっはっは、汚い奴だな、やはりお前は、ゴキブリ未満だ。」山田「やめて下さい。せっかくいい雰囲気だったのに。」院長「私はお前の敵だ。そんな事を忘れるのか？」山田「敵ばかりだと、疲れるんです。」院長「ついつい、やりすぎてしまった。今はこの程度で、勘弁してやろう。」山田「感謝します。」院長「その代わり、土下座しろ。」山田は土下座した。「いいぞ。ところでお前臭いな。今から、洗濯機に入れてやろうか？」山田「やめて下さい。」院長「んー。あとどうすっかなー。」彼は考えた。「そうだな、汚い山田、とりあえず、貴様は洗濯機に入れるとして、」山田「結局そうなるのかよっ！」さて、院長は、山田を制御して、洗濯室に連れて行った、それから、山田を洗濯機に押し込んで、蓋を閉じて、スイッチを入れた。山田は回転してから、脱水された。それから院長は、山田を引きずりだした。それから、軽くなった山田を引きずって、別の部屋へ行った。それから、彼は山田に、土下座しろと命じた。山田は土下座した。それから彼は言った「山田、私を祝福しろ。」山田「わかりました。あなたは祝福されます。」院長「よし、あとは、、、土下座しろ、再び。」山田は、再び土下座した。さて、院長は、山田に言った「そのままずっと土下座していろ」彼は、イスを持ってきた。そして、イスをおいてから、再び移動して、イスをもう一つ持ってきた。彼は言った「イスだ。」彼はイスに座った。彼は言った「山田、そのイスに座るがいい。」山田「ありがとうございます。」彼女は、もう１つのイスに座った。さて、部屋には時計があり、時計の音が鳴った。コーンコーン。院長は言った「そうだな、山田、お前の息子も呼ぶ事にしよう。」山田「何の真似ですか？」院長「話し合いを持つ事も大事だろう。」山田「本当に大丈夫ですか？」院長「それとだが、お前はこう言え、神聖なる院長様。そして私を崇めろ。」山田「神聖なる院長様、あなたを崇めます。」院長「素直で何よりだ。」彼は、電話で連絡して、山田の息子を呼び出した。山田の息子は答えた「お前の指図なんか受けない。」さて、彼は、看守に殴られて、ボコられて、戦闘不能にさせられた。その後、引きずられる事になった。しかし、まだ、現時点では、到着していない。院長は時計を見て言った、彼は、腕時計をしている。「私は時間に正確である様に努めている。何故なら、正確は王者の礼　と言うからだ。」山田「なるほど。」確かに、院長は王者である。「あなたは確かに王者です。」「そうだろうそうだろう。」彼は嬉しそうにした。院長は山田に命じた「何かおもしろい事を言ってみろ。」山田「えーと、布団がふっとんだ。」院長「殴られたいのか？」山田「わかりません。」院長「お前は、全然駄目だ。山田、人は、感じがよくなければ、始まらないものなんだぞ。それなのにお前は、そんなセンスでどうするんだ」山田（私の好きにさせて欲しい。）「すみません。」「もっと愛想を良くしろ。損してでもいいから」山田「こんな収容生活されていて、そんな事出来るか。そもそも、私には、私の手法というものがある。それを禁止しているのは、お前らじゃないか。」「手法とはなんだ？」「誰とでもセックスするとか・・・。」「やはりお前の脳は腐ってしまっている様子だ。お前は人々に認められる者では無いと、先刻申したが、本当にそのとおりの様子だな。」山田「煩い。自由にさせろ」「お前に自由などあるか、私は非常に友好的な男なんだ、自分が友好的に振る舞わなきゃならない相手に対してはな、たとえば、こういう事があった、私はある人に、その人の友人を指して、「彼はくすぐったい人だ」と言った。そしたら、その人は答えた。「彼をくすぐった事があるのですか？」私は答えた「そうだ。」本当は私は、彼の精神的な面を指して、くすぐったいと言ったんだが、いつの間にか、話は、実際にくすぐったかどうかという、方向にシフトしてしまった。」山田「どうでもいい話ですよね。」院長「馬鹿だな、貴様は。友好的な男は、どうでもいい話ばかりするものなのだ。そして私は、最終的に、彼にくすぐられる事になった。」山田「はぁ・・・。」院長「彼とは、くすぐるくすぐらないの話で、彼の妻を引き合いに出して、話をした事もある。」山田「はぁ。」何故そんなに、くすぐってばかりいるのだろうか。院長「お前が私みたいに振舞え無いのは、なんとなくわかっているが、何かおもしろい事言ってみろよ。」山田「ノーコメントです。」院長「駄目だな、やはりお前は病気らしい。病気で、心には、悪魔が住み着いている。そうか、だから貴様は呪われているのだな。」山田「お察しの通りで。」院長「ほう。本当に悪魔が住んでいるのなら、追い出さないといけないな。」院長は、再び拷問を再開した。山田は燻製にされた。いぶして、悪魔を追い出す作業だった。さて、苦行は終わった。院長は言った「復唱しろ、私、院長の心には、悪魔が住んでいないばかりか、私の心は立派である。ほら言え。」山田「あなたの心は、立派かつ、悪魔が住めるような環境では、ございません。」院長「そうだな。こういう事はちゃんと言えるじゃないか。」山田「お褒め頂き光栄でございます。」院長「ところで山田、お前は神を信じているか？　私は私の神を信じている訳だが。それは、あの彫像の事だ。」山田「よくわかりません。」院長「お前は一々駄目な奴だよ。」山田「はい。」院長「まあいいや。次の話に行こうか。しかし山田、貴様が神をしんじているかどうかはともかく、こう言わねばならない。私が、神はいる。と言ったら、ええ、そのとおりです。こう言わなければならない。」山田「はぁ。」「神はいる。神はいない。などいう者は狂人だ。」山田「はぁ。」「はぁ。じゃない、神はいると答えねばならない。」山田「私が言う神は、旧約聖書の神の事ですが、あなたの言っている神は、それと違います。」院長「お前はゴキブリのような生命体だ。然りと言え。」山田「違います。」院長「一々逆らいやがって、潰すぞ。」山田「潰されたらたまらない。」院長「おっと、冷静にならないと。山田、身を投げて、私に教えを乞うてみろ。」山田「あなたに何が教えられるというのですか。」院長「私の神の道だ。」山田「クソっぽいですよね。ソイツ。」院長「殴られないと思って、好き放題いいやがって。」「すみません。」「暴力を持って脅すと、すぐ解決してしまう。つまらない。さてどうすっかな。私は何をしても、自分を恥だと思わない。私は常に正しい。山田、お前もそういう正しさを、本当に自分の行動に持てているのか？」山田「持てていません。」「だからお前は駄目なんだ。何故そんなに駄目なんだ？　もっと恥ずかしくない様に振舞え。」山田「それは難しいです。どうすればいいのか・・・」さて、院長は、ホットドッグを口にした、そして、それをバリバリと食べた。「何だ、結構美味いじゃないか、この食べ物。」山田「たべたい・・・」院長「やらない。」彼は、全部ホットドッグを平らげた。山田は、恥ずかしくない振る舞いを思いついた。それは、院長に襲いかかる事であった。彼は、２つ目のホットドッグを、食べようと口を開いていた。山田は、刃物を持って、院長に襲いかかった。院長は、山田を突き飛ばした。そして、謎の引力で、山田を壁に縫い付けた。「ほら、そうやってすぐ逆らう。そんなんで、本当に生きてられるのか？」山田「死んでしまえ。ホットドッグ渡せ！」院長「お前は本当に駄目な奴だよ。」彼の口癖になってきている。彼は、銃を取り出して、山田の肩を撃ち抜いた。両肩を撃ち抜いた。その後山田の拘束を解いた。山田は、地面に倒れた。「食い物の恨みは恐ろしいらしいな。」彼は感想を述べた。「ところで山田、お前には、私を敬う気持ちが足りてない様だ。それを実践してもらわないと。つまりだが、土下座しっぱなしになれ。」山田は、彼の指示に従った。土下座の動作になった。院長「もっと私を尊敬しろ。」山田「尊敬しています。クソ畜生金食い亡者」院長「明らかに尊敬してない態度だが、土下座だけはしているな。ま、いいとするか。いや、山田、自分の身を弁えろ。さっきの行動はわきまえていなかった。」さて、院長は、ホットドッグを口にした。ムシャムシャ食べた。「ああうめー。」彼は言った。「山田、こういう任務はどうだ？　自分の身をわきまえながら、土下座しながら、自宅にいるように、ゆったりとするのは？」山田「自宅にいるように、ゆったりしていいんですか？」院長「馬鹿だな、そういう意味じゃない。土下座がお前の基本姿勢だと言っているんだ。土下座こそが、お前のゆっくり出来る姿勢なんだよ。そういう設定にしろって言っているんだ。」山田「死んでしまえ、クソ野郎。」院長「なんだとてめえ。山田ぁ、お前の事を言い当ててやろう。お前は、内容の乏しい、無味乾燥な人間だ。食欲しかない。」山田「食欲があって何故悪いというか、先程からホットドッグ食べまくっているのは、私じゃなくお前だ。お前の方が暴飲暴食だ。お前の方が恥じるべきだ。」「私は一切私の行いを恥じない。」山田「そうだよなぁ。お前はそういう奴だよ。」「私は一切恥じる必要は無いし、永遠の生命を受け継ぐのも私だ。現に私は既に、１００年以上も生きている。」山田「知ってるよ。この野郎。」「ところで山田、私は、他人には、性行為を禁止しているが、自分には禁止していないんだ」山田「お前はそういう奴だよ。」「それに、酒も飲みまくっているし、あとは、拝金におぼれている。しかし、私は、永遠の生命を手に入れる。」山田「そうだよ。だって、神が誰を寵愛するかと、その人の行いは無関係だから・・・。」そうである。院長「ところで山田、私は、嘘をつく必要が無いんだ。嘘というのは、弱者にこそ必要なものだと思わないかね。私は強者だ。誰にも嘘をつく必要は無い。私は完全に正直だ。」山田「それは良かったね。」「今お前は嘘をついた。お前が私の幸せを祝福するはずが無いからだ。」山田「お前は完全に正直とか言っているが、それは恐らく嘘か間違いだ。」院長「何故そうだと言える？　私は無理する必要が無い。」山田「それは・・・書いている人が、弱者だからだ。」私は非常に弱く、社会の最底辺に位置している。そんな私が、強者を書けるはずがない。どうしても無理が生じる。「お前は存在そのものが偽物だ。」院長「それを言ったらおしまいだ。私は理論上嘘をつく必要は無い。お前に比べると。」山田「本当にそうかな。強者が強者である為には、嘘で加工しなければならないんじゃないのか。」院長「なるほど。そういう考えもあるか・・・。ところで山田、わたしは嘘をつく必要はない。お前はある。しかし、お前は嘘をついてはならない。」山田「本当に無茶苦茶な事を言う。」院長「でなければ、永遠の生命は得られないぞ。」山田「わかった。」さて、収容所に閉じ込められていた、武田が、武田の神の手引によって、収容所から出された。それを見ていた、山田の神も、山田を収容所から、逃がす事にして、山田を収容所から逃れさせた。山田は自宅に戻った。神は、結界を張って、収容所の連中が、山田の家を特定出来ない様にした。山田は言った「書いている人は、未だに収容所にいますけど、小説は非現実を書くものです。多分これで大丈夫だ。」神「そうだな。」さて、神に結界を貰ったまま、山田は買い物にでかけた。すると、杖が売っていた。その売り場では、杖以外に、あと３つ、タバコ、酒、カンパン　が　売っていた。杖のバイヤーは、山田に言った「今、杖が、お買い得だよ。」山田「何故ですか？」バイヤー「この杖を使えば、地中海に旅行に行けるのさ。それなのに値段は、２０００円。」山田は考えた。泥棒に役立つかも知れない。山田は、買う事にして、２０００円支払った。山田は早速、シシリー島に行った。この杖は、シシリー島にしか行けなかった。山田は、スリを狙った。そして、財布を奪って、日本へ帰ってきた。しかし、異国の通貨が使われていた。山田は、銀行で両替をした。そして、金を稼いでから、フランクフルトを買って、家に戻って食べた。これで、当面の金の心配はなくなった。神は山田に言った「私に祈りを捧げ、フランクフルトも捧げなさい。」山田「フランクフルトがもったいない。」神「いや、ガチで食べるから安心しろ。」山田は、祭壇に、フランクフルトをおいた。すると、かじられて、ついになくなった。山田は言った「わお。」神は命じた「ところで、使われなくなった教会がある。そこへ行け。地図は渡す。」神は、山田に地図を渡した。山田はそのハイオクへたどり着いた。扉は閉められていた。彼女は言った「此処でいいですか？」神「駄目だ。中に入れ。」山田「どうやれば中に入れますか？」神「裏口に回ってみろ。そちらの扉は壊れていて、中に入れる様になっている。」山田は回ってみた。すると扉は開いていた。山田は中に入った。さて、建物の中には、馬車があった。山田は馬を探してみた。馬も繋がれていた。山田は言った「これは一体どうした事だろう。」神「馬車だ。乗ってみるんだ。」山田は、言うとおりにした。扉を開き、馬車に乗った。他には誰もいなかった。神は誰か連れてきた。女性であった。その女性は言った「私はこの馬車を動かせます」山田「はぁ」神「では出してくれ」女性「わかりました」彼女は、馬の手綱を引っ張り、馬車は動き出した。さて、馬車は、ある人のところへ行った。そして、その人の家の前に、馬車は止まった。神は山田に、家に入る様に命じた。山田は家に入った。ある男性がいた。山田は言った「こんにちわ。」さて、男性は答えた「こんにちわ。ぜひ私の家で、お茶などしましょう」山田「わかりました。」さて、男性は、チョコレートを出してきた。３人はそれを食べた。男性は言った「酒を飲みましょうか」彼は、酒を持ってきた。３人はそれを飲んだ。山田は言った「何故私を歓迎するのですか。」男は答えた「誰かと一緒に、酒を飲んだり、チョコレートを食べたりする事は、私の生きがいです。」山田「なるほど。」男は言った「踊りましょう。あなた。そして、あなたは、」彼は、御者の女に言った「あなたは、コーラスして下さい。」女「わかりました。」さて、山田と男は踊りだした。男は言った「仲直りしたい相手がいるんだ。」山田「誰ですか？」男「近所の人」山田「この家の近隣には、家はありませんが・・・？」男「１００ｍ先に家がある。そこの人だ。」山田「そうでしたか。」さて男は、山田を地下室へ連れて行った。そこは、図書館になっていた。山田は言った「凄いですね。」男「謝りたいとはこの事なんだ。というのは、この本は、近所の人の寄付であつまっているんだ。」山田「それがどうして、謝りたいという事になるのですか。」男「検察に訴えられているんだ。なんでも、他人から受け取った本で、図書館を作ってはいけないと。」山田「しかしそれでは、あなた一人の罪で済むじゃないですか。」「それだけじゃなく、本を渡した人にも、罪があると言われているんだ。」山田「それは急に問題ですね。」男「まあいいや、私は本を破棄する気は無い。勿体ないのでね。」山田「そうですか。ところで、今度は私の家に来ませんか？」神「マジでお前の家にコイツ連れていくのかよ」山田「神、なんか他の物件探して下さい。」神「そう言われると思って探しておいた。」山田「ありがとうございます。」男「いいでしょう。この家に鍵をかけて、出かけましょう。」さて、山田は男を連れて、馬車で、新しい物件に行った。そこは、鶏の脚と、３本のあしの棒で支えられている家だった。神は言った「これが新物件だ。」山田「いい家ですね。」さて、３人が近寄ると、家は、こうべを垂れた。入り口が地上に降りた。３人は家に入った。家は立ち上がった。男「何かあるのかな。」山田「ただ食事をして、ベッドで寝るだけの、基本的な機能です。」３人は、食卓で食事をとってから、木のベッドで寝た。そして目覚めた。山田は言った「この家は、敵から逃れる用途で、脚がついています。」男「そっか。あの家を見張っておきたいんだが、私の家を。警察が来るかも知れない。」山田「警察に楯突く気ですか？」男「そうだ。」山田「わかりました」山田は、家を動かして、男の家に戻った。そして、男の家の隣に、自分の家を配置した。山田は言った「ところで、このまま警察と交戦せずに、本を私の家にうつして、立ち去る方がよくないですか。」男「そうだな。」彼は、警察を恐れていた。男は、山田に言われた様にした。つまり、本を、山田の家に移動させた。山田の家には、隠し扉があって、そこに、本棚があった。本はそこに収まった。山田は言った「では逃げましょうか」男「ああ。」さて、山田は家を動かし、別の場所へ移動した。男の家は、蛻のまま、放置された。男は言った「これで本当に、大丈夫なんだろうか。」山田「何がですか？　何かまだ問題がありますか？」男「いや、とくには。」山田「何か問題があるなら、言って下さい。早めに解決した方がいいです。」男「そうだな、あの家にはまだ、色々残っているんだ。」山田「全て詰め込みましょう。」男「そうだな。」３人は戻った。男は家に入った。山田も家に入って、男が何を取り出すか見てみた。男は、宝石類を持ち出した。さて、此処で神は、山田を収容所に戻す事にした。山田が寝ている間に、神は山田を、収容所の前に移動させた。朝になると、逃げ惑う山田は、看守に取り押さえられた。山田「何故だ！　神ぃ！」神「やはり嘘はよくないと思うんだよね。」さて、院長は山田を出迎えた。院長は言った「戻ってくるとおもっていた。」山田「私は全然そんな気はなかった。」院長「本当かな？」院長は、山田の顎を触った。院長は、山田に電気ショックを浴びせた。「お前の背中には翼は見えない。お前はネズミやゴキブリの類の生物だ。」山田「このクズ野郎・・・」院長「拷問を新式にしてやろう。工夫が無いとつまらなくて、逃げてしまうらしいからな。」山田「そんなものは要らない。」院長「本当にそうなのかな。私は疑っている。」さて、院長は、大量の、ネズミの死骸を用意して、それを山田に食べさせた。新式の拷問とはこれである。山田は、ネズミの死骸のプールに溺れた。院長は言った「少しずつ改善してやろう」山田「何を？」「拷問のレベルを」山田「とか言って、どうせ改悪するんだろう。」院長「よくわかっているじゃないか。改悪とは人聞きの悪い。拷問の精度を上げると言っているんだ。ところで山田、お前が倒すべき敵は、目の前にいるぞ。どうして倒さないんだ？」












